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本日の例会 令和７年12月1日（第2131回） VOL.49  No.16

今後の
例会予定

福岡中央
ロータリークラブ

「 少しの成長から始まります

－1.01で成長、0.99で衰退－ 」

国際ロータリー第2700地区

2025-2026年度 ガバナー 濱野 良彦

「 今津湾の秋の夕暮れ 」

疾病予防と治療月間

「「PLUS」～少しの成長、そして確実な成長～ 」

2025-2026年度 福岡中央ロータリークラブ

会長 竹下 盛人 幹事 田中 明子

・12月 8日(月) 忘年家族懇親会（18:00～ 西鉄グランドホテル）

・12月14日(日) 奉仕活動例会（ジュニア美術展表彰式 10:00～福岡県立美術館）

・12月15日(月) 休会（14日(日)の振替）

四 つ の テ ス ト

1. 真実かどうか 2. みんなに公平か

3. 好意と友情を深めるか 4. みんなのためになるかどうか

「 UNITE FOR GOOD 」

2025-2026年度 国際ロータリー会長

Francesco Arezzo

例会日…毎週月曜日 12:30～13:30 例会場･事務局…西鉄グランドホテル
TEL714-0305FAX714-0311 E-mailfukuoka-chuo-rc@wind.ocn.ne.jp HPhttp://www.fukuoka-chuo-rc.jp
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卓 話

「 目の老化と病気のサインの見極め方 」

福岡中央ロータリークラブ 平田 憲会員



会　員　数 53名 会　員　数 53名

出席会員 41名 出席会員 40名

ビジター他 3名 修　　正 2名

合　　計 44名 免　　除 0名

出　席　率 77.36% 修正後出席率 79.25%

前回例会 11月17日 前々回例会 11月10日

前週例会の記録(11月17日)

竹下 盛人会長

出席報告

会長の時間

今回は11月10日に、クラブフォーラムとして、

皆さんがテーブル毎にわかれ取り組んで頂きまし

た、5つの課題についての協議結果を、紹介させ

て頂きます。

原稿は、皆様のお手元に配布されておりますが、

私の方で課題を項目毎に取り纏めましたので、

こちらをご覧ください。

<50周年事業>

「記念植樹」と「支援金給付金」への取り組みが

多かったです。歴史を振り返れば、40周年は熊

本地震への義援金、30周年は西方沖地震被害子

ども達への支援、25周年は中津村記念植樹、20

周年は青少年育成基金の継続、15周年は青少年

育成基金の設立となっております。

<新しい奉仕事業>

現状の継続が多いように思われます。他のクラブ

より充分取り組んでいるとの声もあります。

<新入会員増強・若い方の入会>

衛星クラブ、アクトへの勧誘強化が多かったです。

又、その卒業生としての出口がロータリーという

「道筋立」をしっかり作る事が必要との意見も

重複しました。

・我等の生業 ・季節の歌（もみじ）

原 志津子 ソング委員長

ロータリーソング

-来訪者内訳-

福岡RC1名･鳥栖RC1名･衛星クラブ1名

計 3名

<会員同士の親睦>

是は、我がクラブの特徴か、皆さん「親睦」

「交流」そして「コミュニケーション」はよく

取れているという回答でした。

<寄付>

皆さん、「各自の判断に委ねる」を前提ですが、

「可能な限り努力する」「積極的に行いたい」

とお答えになっています。また「ロータリーに

属する事で、社会貢献出来ていると感じる」と

いう回答が印象的でした。

皆様のロータリアンとしての前向きなご検討、

そしてご回答、有難う御座いました。その姿勢

に感謝申し上げます。「会長の時間」でした。


